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5 かしはら市議会だより

一般質問
高
橋　

圭
一

高
橋　

圭
一

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

街
づ
く
り
（
福
祉
分
野

を
中
心
と
し
て
）

１１
月
１８
日
、
全
国
か
ら
６１
自

治
体
が
参
加
し
、
自
治
体
ス
マ
ホ

連
絡
協
議
会
が
発
足
し
た
。
ス
マ

ホ
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
を
目

指
す
も
の
で
、
県
内
で
は
奈
良
市

と
十
津
川
村
、
大
阪
府
で
は
東
大

阪
市
、
柏
原
市
、
高
槻
市
な
ど
６

市
が
参
加
し
て
い
る
。
以
前
か
ら
、

教
育
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と

し
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
活
用
に
着
目
し
て
い
る

中
、
議
員
の
質
問
に
対
す
る
、
本

市
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
健
康

増
進
な
ど
実
施
し
、
実
証
実
験
を

し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

具
体
的
に
、
ど
の
分
野
の
ど
う
い

っ
た
内
容
の
こ
と
か
。

認
知
症
予
防
、
健
康
管
理
、

運
動
管
理
、
見
守
り
等
の
機
能
を

持
た
せ
た
高
齢
者
向
け
の
「
か
し

は
ら
い
き
い
き
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
を

貸
与
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
向
け
、
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

実
証
実
験
の
１
つ
の
成
果
で

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
終
わ
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。

平
成
２４
年
度
に
シ
ャ
ー
プ
株

式
会
社
が
県
の
補
助
を
受
け
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
２５
年
度
か
ら

介
護
保
険
課
が
協
力
し
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
、医
療
・

介
護
連
携
に
取
り
か
か
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
認
知
症
予
防
の
ツ
ー

ル
と
し
て
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
認
知
症
に
有
効
と
思
わ
れ
る

ゲ
ー
ム
、
運
動
・
体
調
・
服
薬
管

理
機
能
、
写
真
撮
影
機
能
、
日
記

機
能
な
ど
が
あ
り
、
毎
年
、
参
加

者
の
意
見
を
聞
き
機
能
を
開
発
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
買
い
物
支

援
を
念
頭
に
置
い
た
「
御
用
聞
き

ボ
タ
ン
」
と
、
家
庭
の
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
あ
る
緊
急
情
報
の
登
録
や
、

外
出
先
で
も
専
門
職
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
つ
な
が
る
「
緊
急
通
報
装

置
」
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
課

題
と
し
て
、
現
在
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

無
料
貸
与
だ
が
、
稼
働
と
な
る
と

一
部
自
己
負
担
が
発
生
す
る
た
め

負
担
面
の
不
安
が
あ
る
。
ス
マ
ホ

で
利
用
し
た
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
化
が
実

現
で
き
れ
ば
利
用
者
層
も
広
が
る

と
考
え
て
い
る
。
課
題
を
ク
リ
ア

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
た
い
。

国
は
、
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

を
発
表
し
、
２
０
１
２
年
で
高
齢

者
の
７
人
に
１
人
で
あ
っ
た
認
知

症
を
、
２
０
２
５
年
に
は
５
人
に

１
人
の
７
０
０
万
人
と
予
測
し
て

い
る
。
認
知
症
の
症
状
は
様
々
で
、

徘
徊
の
問
題
等
が
あ
り
、
認
知
症

徘
徊
の
列
車
事
故
訴
訟
な
ど
痛
ま

し
い
事
故
も
含
め
、
様
々
な
苦
労

が
あ
る
。
本
市
で
も
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
。
認
知
症
徘

徊
に
つ
い
て
市
の
対
策
は
。

認
知
症
患
者
を
で
き
る
だ
け

早
く
居
場
所
に
帰
す
に
は
、
靴
に

装
着
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
有
効
と
考
え

る
。
設
定
し
た
範
囲
を
出
る
と
登

録
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
が
配
信
さ

れ
、
遠
隔
ブ
ザ
ー
に
よ
り
そ
の
人

を
特
定
で
き
る
。
す
ぐ
に
必
要
と

思
わ
れ
る
方
は
３０
名
、
見
守
る
レ

ベ
ル
の
方
は
５０
名
程
度
で
、
来
年

度
に
は
、
認
知
症
患
者
を
登
録
し
、

一
定
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
可
能
な

範
囲
で
普
及
さ
せ
た
い
。

葛
城
市
は
、
総
務
省
の
受
託

事
業
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り

推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
、
実
証
実
験
を
し
、
そ
こ
に

は
大
手
企
業
や
大
学
も
関
わ
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
事
業
の
概
要
は
。

新
時
代
葛
城
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
推
進
事
業
は
、
公
民
館
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
に
お
い
て
自
助

共
助
型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

の
場
と
機
会
を
創
出
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
的
か
つ
自
律

的
に
生
活
運
営
し
て
い
く
「
地
域

住
民
自
身
に
よ
る
地
域
自
治
力
」

の
飛
躍
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
構
築
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
将
来
的
に
は
、
葛
城
市
の

地
区
公
民
館
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
を
有
効
活
用
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
パ
ワ
ー
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
細
や

か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
、

持
続
的
な
運
営
の
実
現
を
目
指
す

と
聞
い
て
い
る
。

本
市
と
少
し
違
う
部
分
は
あ

る
が
、
地
域
の
公
民
館
を
活
用
し
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
高
齢
者
支
援

か
ら
考
え
る
と
、
葛
城
市
と
共
通

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の

一
般質問
一
般質問

会
派
名
簿

公　

明　

党
（
４
名
）

大
北
か
ず
す
け
・
亀
甲
義
明

森
下
み
や
子
・
成
谷
文
彦

日
本
共
産
党
（
２
名
）

竹
森　

衛
・
西
川
正
克

至　

誠　

会
（
２
名
）

小
川
和
俊
・
奥
田　

寛

政  

志　

会 

（
２
名
）

た
け
だ
や
す
ひ
こ
・
松
木
雅
德

自
由
民
主
党
（
２
名
）

細
川
佳
秀
・
奥
田
英
人

新
星
橿
原
（
4
名
）

宇
佐
美
孝
二
・
廣
井
一
隆

大
保
由
香
子
・
田
中
か
ず
と
も

い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し

な
い
議
員
（
８
名
）

杉
井
康
夫
・
竹
田
き
よ
し

樫
本
利
明
・
高
橋
圭
一

河
合　

正
・
槇
尾
幸
雄

松
尾
高
英
・
水
本
ひ
で
こ

（
平
成
27
年
12
月
14
日
現
在
）

定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
諸
議
案
に
関
係
な
く
、

議
員
自
身
が
議
長
に
通
告
し
、
市
長
及
び
関
係
理
事
者

に
質
問
す
る
日
（
一
般
質
問
日
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
は
、
12
月
14
日
に
7
人
の
議
員
が
活
発
な

質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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